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令和７年度決算に基づく健全化判断比率等について 

 

1 座間市の健全化判断比率、資金不足比率 

 

平成２１年４月１日に全面施行となった「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下、

「財政健全化法」と略します。）」の規定により「財政の健全性」を判断するため、令和７年

度決算に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来

負担比率の４指標）と公営企業の資金不足比率を算定いたしました。 

算定の結果、いずれの比率も国が定めた早期健全化基準を大きく下回っており、本市の財政

の健全性は、財政健全化法上も問題ありません。 

 

【健全化判断比率】 

指 標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 
― （▲5.33％） 

（赤字はありません） 11.91％ 20.00％ 

連結実質赤字比率 
― （▲13.78％） 

（赤字はありません） 16.91％ 30.00％ 

実質公債費比率 2.0％ 25.0％ 35.0％ 

将来負担比率 3.0％ 350.0％ ― 

※実質赤字額はありません。この場合、実質赤字比率、連結実質赤字比率は「―」と表記し、参考までに黒字の程度を（▲）で表示しています。 

 

【資金不足比率】 

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準 財政再生基準 

水道事業会計 
― （▲82.3％） 

（資金不足はありません） 
20.00％ ― 

公共下水道事業会計 
― （▲13.1％） 

（資金不足はありません） 

※すべての会計において資金不足額はありません。この場合、資金不足比率は「―」と表記

し、参考までに資金剰余の程度を（▲）で表示しています。 

 

 

 実質赤字比率： 一般会計の実質的な赤字の程度を比率化したもの 
 
 連結実質赤字比率： 一般会計、３特別会計及び水道事業会計、公共下水道事業会計

の赤字、黒字を合算した、会計全体の実質的な赤字の程度を比
率化したもの 

 
 実質公債費比率： 一般会計が負担する公債費及び公債費に準じた経費の程度を比

 率化したもの 
 
 将来負担比率： 一般会計が将来負担すべき実質的な負債（市債残高のほか、退 

 職手当支給予定額、高座清掃施設組合等の地方債残高）の程度 
 を比率化したもの 

 
 資金不足比率： 公営企業である水道事業会計及び公共下水道事業会計の資金不

足額の程度を比率化したもの

各比率の概要 
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2 財政健全化法の概要 

 

自治体財政の健全性を確保するための従来の仕組みは、破綻した自治体財政の再建を国の関

与によって促進する制度が地方財政再建促進特別措置法（昭和30年制定、以下「再建法」と略

します。）に定められていました。 

この再建法による制度は、制定後50年を経過し、次のような課題が指摘されるところとなり

ました。 

① 再建団体の基準しかなく、早期に是正を促す機能がない。 

② 基準として使用する指標は、実質収支（フロー）の赤字の比率のみであり、地方債残高

など負債（ストック）の状況に課題があっても、制度の対象にならない。 

③ 主として普通会計（本市の場合、一般会計に相当します。）の状況のみが対象であり、

公社、第三セクターなどとの関連が考慮されていない。 

これらの課題を踏まえ、平成19年に制定された財政健全化法の特徴は次のとおりです。 

① 悪化した財政状況を早期に健全化するため、「早期健全化基準」と「財政再生基準」を

設ける。 

② 実質収支（フロー）の指標だけでなく、負債等（ストック）の指標を導入する。 

③ 普通会計だけでなく、公社、第三セクターなども含めた、連結ベースで自治体全体の財

政状況を把握する。 

④ 財政指標の整備と情報開示を徹底するため、監査委員の審査に付し、議会に報告すると

ともに公表する。 

財政健全化法の制定により、自治体全体の将来負担を含めた財政状況を把握し、指標を公表

することで、財政破綻する前に自主的な改善努力による財政健全化を図ることが制度化されま

した。 
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3 早期健全化基準と財政再生基準 

 

(1) 早期健全化基準 

健全化判断比率（実質赤字比率などの４指標）、公営企業の資金不足比率のいずれかが国の

定めた「早期健全化基準」（公営企業については「経営健全化基準」）以上になった場合は、

自主的な改善努力による財政健全化を図るために「財政健全化計画」（公営企業については「経

営健全化計画」）の策定、実施が義務付けられます。 

この計画については、①議会の議決を得た上で策定、②公表及び県への報告、③その実施状

況の議会への報告、公表、県への報告などの手続きを行うこととされています。 

 

(2) 財政再生基準 

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率のいずれかが国の定めた「財政再生基準」

以上になった場合は、自主的な財政健全化は困難とみなされ、国等の関与による確実な財政再

生を図るために「財政再生計画」の策定、実施が義務付けられます。 

この計画の策定、実施に必要な手続きは上記（1）とほぼ同様ですが、一定の国の関与や地

方債の起債制限等の措置が講じられます。 
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4 健全化判断比率等の算定式の概要と座間市の算定値 

 

 

◆実質赤字比率とは・・・ 

一般会計の実質的な赤字の程度を比率化したもの 

 

(1) 算定式の概要 

一般会計の実質赤字額 

実質赤字比率＝ 

標準財政規模 
 

○ 実質赤字額： 歳入不足のため、翌年度歳入を繰り上げて充用した額等 

○ 標準財政規模：当該団体の通常歳入される標準的な一般財源の規模 

（主なものは一般財源となる市税、地方譲与税、利子割交付金等の交

付金） 

 

(2) 座間市の算定値 

「―」▲14億8,854万9千円 
（一般会計の実質赤字額） 

「―」▲5.33％＝ 

（実質赤字比率） 279億1,231万1千円（標準財政規模） 

 

 

○ 一般会計の実質赤字額はありません。この場合、実質赤字比率は「―」と表

記し、参考までに黒字の程度を▲で表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実質赤字比率 

令和７年度 令和６年度

一般会計 1,488,549 2,001,775 ▲ 513,226 ▲ 25.6

標準財政規模 27,912,311 27,181,105 +731,206 +2.7

実質赤字比率 ▲ 5.33% ▲ 7.36% +2.03

増減率
(％)

会計名
実質収支額(千円) 増減額

(千円)
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◆連結実質赤字比率とは・・・ 

一般会計のほか、国民健康保険事業特別会計などの３特別会計や、水道事業会計、公共

下水道事業会計の赤字、黒字をすべて合算した、市全体の実質的な赤字の程度を比率化

したもの 

 

(1) 算定式の概要 

連結実質赤字額 

連結実質赤字比率＝ 

標準財政規模 
 

○ 連結実質赤字額：①＋②の合計額 

① 一般会計及び３特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療

保険事業）の実質赤字額の合計 

② 公営企業である水道事業会計及び公共下水道事業会計の資金不足額 

 

(2) 座間市の算定値 

「―」▲38億4,892万8千円 
（連結実質赤字額） 

「―」▲13.78％＝ 

（連結実質赤字比率） 279億1,231万1千円（標準財政規模） 
 

 

○ 市全体の実質赤字額はありません。この場合、連結実質赤字比率は「―」と

表記し、参考までに黒字の程度を▲で表示しています。 

 

会計別実質収支額および資金剰余額内訳 

市全体の、赤字はありません。 

Ⅱ 連結実質赤字比率 

令和７年度 令和６年度

一般会計 1,488,549 2,001,775 ▲ 513,226 ▲ 25.6

国民健康保険事業特別会計 145,266 165,408 ▲ 20,142 ▲ 12.2

介護保険事業特別会計 438,092 315,669 +122,423 +38.8

後期高齢者医療保険事業特別会計 150,074 142,475 +7,599 +5.3

小　計 2,221,981 2,625,327 ▲ 403,346 ▲ 15.4

令和７年度 令和６年度

水道事業会計 1,363,392 1,730,480 ▲ 367,088 ▲ 21.2

公共下水道事業会計 263,555 235,976 +27,579 +11.7

小　計 1,626,947 1,966,456 ▲ 339,509 ▲ 17.3

合　計 3,848,928 4,591,783 ▲ 742,855 ▲ 16.2

標準財政規模 27,912,311 27,181,105 +731,206 +2.7

連結実質赤字比率 ▲ 13.78% ▲ 16.89% +3.11

増減率
(％)

会計名
増減額
(千円)

増減率
(％)

会計名
増減額
(千円)

実質収支額(千円)

資金剰余額(千円)
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◆実質公債費比率とは・・・ 

一般会計が負担する公債費及び公債費に準じた経費の程度を比率化したもの 

 

(1) 算定式の概要 

（①元利償還金＋②準元利償還金）－ 

（③特定財源＋④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

実質公債費比率＝ 
⑤標準財政規模－④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

① 元利償還金：一般会計で借り入れた地方債の元利償還金 

② 準元利償還金：ア～オの合計額 

ア 満期一括償還地方債の1年当たりの元金償還相当額 

イ 下水道事業債等の償還財源に充てた、一般会計の負担金、補助金 

ウ 一部事務組合が借り入れた地方債の償還財源に充てた、組合への負担金（本市では広域大

和斎場組合、高座清掃施設組合が該当します） 

エ 公債費に準ずる債務負担行為に基づく支出額 

オ 一時借入金の利子 

 

③ 特定財源： 

元利償還金及び準元利償還金に充てた特定財源（本市においては、都市計画事業

のために借り入れた地方債の償還に充てた都市計画税などです。） 

④ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額： 

普通交付税の算定上、基準財政需要額に算入される元利償還金及び準元利償還金 

（基準財政需要額とは、自治体の人口、面積等に応じて必要と認められる標準的な事務事業

に要する歳出の額を、国の算出基準に従って算定した額です。） 

 

(2) 座間市の算定値 

（①25億7,196万4千円＋②4億3,482万6千円）－ 

（③3億3,667万7千円＋④22億1,390万8千円） 

令和７年度単年度： 1.77523％＝ 

⑤279億1,231万1千円－④22億1,390万8千円 

令和６年度単年度： 1.93549％ 

令和５年度単年度： 2.43809％ 

３ヵ年平均 2.0％ 

 

○ 実質公債費比率は、令和５年度～令和７年度の３ヵ年平均で算定します。 

 

※ 実質公債費比率の算定値の詳細は、次頁を参照してください。 

Ⅲ 実質公債費比率 
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Ⅲ（3）実質公債費比率の内訳

令和７年度 令和６年度 増減 増減率（％）

456,205 481,273 ▲ 25,068 ▲ 5.2

2,571,964 2,636,620 ▲ 64,656 ▲ 2.5

434,826 502,930 ▲ 68,104 ▲ 13.5

ア 満期一括償還地方債の1年当たりの元金償還相当額 0 0 0 0

イ 下水道事業債等の償還財源に充てた、一般会計の負担
金、補助金

266,641 271,196 ▲ 4,555 ▲ 1.7

ウ 一部事務組合が借り入れた地方債の償還財源に充てた、
組合への負担金

165,790 231,734 ▲ 65,944 ▲ 28.5

0 0 0 0

オ 一時借入金の利子 2,395 0 +2,395 皆増

336,677 342,871 ▲ 6,194 ▲ 1.8

2,213,908 2,315,406 ▲ 101,498 ▲ 4.4

25,698,403 24,865,699 +832,704 +3.3

27,912,311 27,181,105 +731,206 +2.7

2,213,908 2,315,406 ▲ 101,498 ▲ 4.4

1.77523 1.93549 ▲ 0.2

令和５年度＝ 2.43809

2.0

 ①元利償還金

 ②準元利償還金 ア～オの合計

③特定財源

④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

令和７年度実質公債費比率（3カ年平均）

（単位:千円）

⑤標準財政規模

④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

 分  母 ⑤－④

算  定  内  容

 分  子（①＋②）－（③＋④）

エ 公債費に準ずる債務負担行為に基づく支出額

（①＋②）－（③＋④）
実質公債費比率＝

⑤－④
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◆将来負担比率とは・・・ 

一般会計が将来負担すべき実質的な負債（市債残高のほか、退職手当支給予定額、高

座清掃施設組合等の地方債残高）の程度を比率化したもの 

 

(1) 算定式の概要 

 

①将来負担額－②充当可能財源等 

将来負担比率＝ 
③標準財政規模－④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

 

① 将来負担額：ア～クの合計額 

ア 一般会計の地方債現在高 

イ 債務負担行為に基づく支出予定額 

ウ 下水道事業債等の元金償還に充てる、一般会計の負担金見込額 

エ 一部事務組合が借り入れた地方債の元金償還に充てる、組合への負担金見込額 

オ 退職手当支給予定額に対する一般会計の負担見込額 

カ 設立法人の負債などに対する一般会計の負担見込額 

キ 連結実質赤字額 

ク 一部事務組合の連結実質赤字相当額のうち一般会計の負担見込額 

 

② 充当可能財源等：ケ～サの合計額 

ケ 充当可能基金額： 

将来負担額に計上された地方債の償還などに充てることができる基金の現在高 

コ 充当可能特定歳入見込額： 

将来負担額に計上された地方債の償還などに充てることができる特定財源の見込額 

（本市における主なものは、都市計画事業のために借り入れた地方債の償還に充てること

ができる都市計画税です。） 

 

サ 地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額： 

普通交付税の算定上、基準財政需要額に算入される元利償還金及び準元利償還金の見込額

（交付税措置が見込まれる額） 

 

(2) 座間市の算定値 

①337億7,275万5千円－②329億9,592万4千円 

3.0％＝ 

③279億1,231万1千円－④22億1,390万8千円 

 

 

※将来負担比率の算定の詳細は、次頁を参照してください。 

（将来負担比率） 

Ⅳ 将来負担比率 
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Ⅳ（3）将来負担比率の内訳

（単位:千円）

令和７年度 令和６年度 増減 増減率(％) 備　　考

776,831 2,133,092 ▲ 1,356,261 ▲ 63.6

33,772,755 33,275,840 +496,915 +1.5

22,854,667 22,467,443 +387,224 +1.7

91,310 0 +91,310 皆増

1,916,865 2,213,254 ▲ 296,389 ▲ 13.4

3,450,642 3,517,521 ▲ 66,879 ▲ 1.9

5,459,271 5,077,622 +381,649 +7.5

0 0 0 0

0 0 0 0
本市の全ての会計で実質赤
字額はありません。

0 0 0 0
加入している一部組合に赤
字額はありません。

32,995,924 31,142,748 +1,853,176 +6.0

7,526,042 5,455,689 +2,070,353 +37.9

財政調整基金 5,804,993 3,789,063 +2,015,930 +53.2

職員退職手当基金 872,358 690,740 +181,618 +26.3

地下水保全対策基金 2,263 10,439 ▲ 8,176 ▲ 78.3

ふるさとづくり基金 26,780 30,875 ▲ 4,095 ▲ 13.3

奨学金基金 301 301 0 0

国民健康保険財政調整基金 190,664 269,552 ▲ 78,888 ▲ 29.3

介護保険給付費等支払基金 628,683 664,719 ▲ 36,036 ▲ 5.4

2,601,447 2,900,826 ▲ 299,379 ▲ 10.3

22,868,435 22,786,233 +82,202 +0.4

25,698,403 24,865,699 +832,704 +3.3

27,912,311 27,181,105 +731,206 +2.7

2,213,908 2,315,406 ▲ 101,498 ▲ 4.4

3.0 8.5 ▲ 5.5

算  定  内  容

 分  子 ①-②

エ 一部事務組合が借り入れた地方債の償還財源に充て
る、

キ 連結実質赤字額

 ① 将来負担額  ア～クの合計

ケ 充当可能基金額

ク 一部事務組合の連結実質赤字相当額のうち一般会計
の

カ 設立法人の負債などに対する一般会計の負担見込額

ア 一般会計の地方債現在高

オ 退職手当支給予定額に対する一般会計の負担見込額

イ 債務負担行為に基づく支出予定額

ウ 下水道事業債等の元金償還に充てる、一般会計の負
担

④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

 分  母 ③－④

③標準財政規模

② 充当可能財源等  ケ～サの合計

サ 地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額

コ 充当可能特定歳入見込額

①－②
将来負担比率＝

③－④
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◇資金不足比率とは・・・ 

公営企業である水道事業会計及び公共下水道事業会計の資金不足額の程度を比率化し

たもの 

 

(1) 算定式の概要 

資金不足額 

資金不足比率＝ 

事業規模 
 

本市で対象となるのは、水道事業会計及び公共下水道事業会計です。 

 

○資金不足額：歳入不足のため、翌年度歳入を繰り上げて充用した額等 

○事業の規模：営業収益に相当する収入の額等 

 

(2) 座間市の算定値 

  

  水道事業会計 

「―」▲13億6,339万2千円 
（資金不足額） 

「―」▲82.3％＝ 

（資金不足比率） 16億5,626万4千円（事業規模） 
 

○ 資金不足額はありません。この場合、資金不足比率は「―」と表記し、参考ま

でに黒字の程度を▲で表示しています。 

 

  公共下水道事業会計 

「―」▲2億6,355万5千円 
（資金不足額） 

「―」 ▲13.1％＝ 

（資金不足比率） 20億1,164万4千円（事業規模） 

 

○ 資金不足額はありません。この場合、資金不足比率は「―」と表記し、参考ま

でに黒字の程度を▲で表示しています。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 資金不足比率 
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Ⅴ（3）資金不足比率の内訳 

 

法適用企業：水道事業会計 
（単位:千円）

令和７年度 令和６年度 増減 増減率(％) 備　　考

▲ 1,363,392 ▲ 1,730,480 +367,088 +21.2

①　ア－イ－ウ－エ－オ 517,098 259,054 +258,044 +99.6

670,344 414,904 +255,440 +61.6

153,246 155,850 ▲ 2,604 ▲ 1.7

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,880,490 1,989,534 ▲ 109,044 ▲ 5.5

1,880,490 1,989,534 ▲ 109,044 ▲ 5.5

0 0 0 0

0 0 0 0

1,656,264 1,602,849 +53,415 +3.3

1,681,996 1,638,964 +43,032 +2.6

25,732 36,115 ▲ 10,383 ▲ 28.7

▲ 82.3 ▲ 107.9 +25.6

キ　決算年度において執行すべき事業に係る支出
　　予算の額のうち、翌年度に繰り越した事業の
　　財源に充当することができる特定の収入で、
　　決算年度に収入された部分に相当する額

ク　現金会計である他会計との間で生じる重複額

②　建設改良費・準建設改良費以外の経費財源に充
　　てるために起こした地方債の決算年度末残高

⑤　受託工事収益額

 分  母 ④－⑤

④　営業収益の額

③　カ－キ－ク

算  定  内  容

 分  子 ①＋②－③　（負の数値の場合は、剰余額）

カ　決算における流動資産の額

ア　決算における流動負債の額

ウ　決算における貸借対照表に計上されている一
    時借入金及び未払金のうち、建設改良費に係
    るものであって、その支払財源に充てるため
    に翌年度に地方債を起こすこととしているも
    のの額

エ　現金会計である他会計との間で生じる重複額

オ　決算において貸借対照表の流動負債に計上さ
　　れている民間資金等の活用による公共施設等
　　の整備等の促進に関する法律第２条第４項に
　　規定する選定事業に係る経費の支出予定額の
　　うち、公共施設又は公用施設の建設事業費及
　　び公共用若しくは公用に供する土地又はその
　　代替地としてあらかじめ取得する土地の購入
　　費に係るものの額

イ　決算において貸借対照表の流動負債に計上さ
　　れている企業債及び他の会計からの長期借入
　　金で、建設改良費等に充てるためのものの額

①＋②－③
資金不足比率＝

④－⑤
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法適用企業：公共下水道事業会計 

（単位:千円）

令和7年度 令和６年度 増減 増減率(％) 備　　考

▲ 263,555 ▲ 235,976 ▲ 27,579 ▲ 11.7

①　ア－イ－ウ－エ－オ 258,165 491,984 ▲ 233,819 ▲ 47.5

1,172,236 1,464,920 ▲ 292,684 ▲ 20.0

914,071 972,936 ▲ 58,865 ▲ 6.1

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

521,720 727,960 ▲ 206,240 ▲ 28.3

521,720 727,960 ▲ 206,240 ▲ 28.3

0 0 0 0

0 0 0 0

2,011,644 2,018,044 ▲ 6,400 ▲ 0.3

2,011,644 2,018,044 ▲ 6,400 ▲ 0.3

0 0 0 0

▲ 13.1 ▲ 11.6 ▲ 1.5

エ　現金会計である他会計との間で生じる重複額

オ　決算において貸借対照表の流動負債に計上さ
　　れている民間資金等の活用による公共施設等
　　の整備等の促進に関する法律第２条第４項に
　　規定する選定事業に係る経費の支出予定額の
　　うち、公共施設又は公用施設の建設事業費及
　　び公共用若しくは公用に供する土地又はその
　　代替地としてあらかじめ取得する土地の購入
　　費に係るものの額

イ　決算において貸借対照表の流動負債に計上さ
　　れている企業債及び他の会計からの長期借入
　　金で、建設改良費等に充てるためのものの額

キ　決算年度において執行すべき事業に係る支出
　　予算の額のうち、翌年度に繰り越した事業の
　　財源に充当することができる特定の収入で、
　　決算年度に収入された部分に相当する額

ク　現金会計である他会計との間で生じる重複額

②　建設改良費・準建設改良費以外の経費財源に充
　　てるために起こした地方債の決算年度末残高

③　カ－キ－ク

算  定  内  容

 分  子 ①＋②－③　（負の数値の場合は、剰余額）

カ　決算における流動資産の額

ア　決算における流動負債の額

ウ　決算における貸借対照表に計上されている一
    時借入金及び未払金のうち、建設改良費に係
    るものであって、その支払財源に充てるため
    に翌年度に地方債を起こすこととしているも
    のの額

⑤　受託工事収益額

 分  母 ④－⑤

④　営業収益の額

①＋②－③
資金不足比率＝

④－⑤

 

 


